
№

年 月 日 （ ）

・ ・ ・ ・ ・ (　　　　　        )

1 良 否

2 良 否

3 良 否

4 良 否

5 良 否

6 良 否

7 良 否

8 良 否

9 良 否

10 良 否

11 良 否

12 良 否

13 良 否

14 良 否

15 良 否

16 良 否

17 良 否

18 良 否

19 良 否

20 良 否

21 良 否

22 良 否

23 良 否

24 良 否

25 良 否

26 良 否

27 良 否

28 良 否

29 良 否

30 良 否

31 良 否

32 良 否

33 良 否

34 良 否

35 良 否

36 良 否

（注意）この点検は今後の安全を保障するものではございません。 Ver.20240226

最終確認 組立図
部品の組み忘れはないか

組立図通りに部材の配置、取付が行われているか

外観検査

垂直方向 支柱は垂直に組みあがっているか

水平方向 通りや水平は正しく出ているか

不良部材(安衛則559条) 著しい変形や破損のある不良部材を使用していないか

梁枠間の水平面に床付き布わくを設け水平構を形成しているか

安全設備等 転落・墜落防護工(安衛則563条) 転落・墜落のおそれのある場所に、手すりや安全ネット、巾木等が設置されているか

開口部 梁枠等

梁枠を用いた開口の高さは３層以下か

梁枠の外方１スパンには最下層から梁枠のレベルまで各層に先行手すりが設置されているか

梁枠を支持する支柱から外方に１スパン以上設置されているか

梁枠の両端支持部の支柱には壁つなぎが設けられているか

昇降設備
階段等

（安衛則526条）

安全に昇降できる昇降設備が設けられているか

階段手すり及び階段開口部手すりは設置されているか

踊り場は２層以下毎に設置されているか

躯体との固定
壁つなぎ

（安衛則570条）

垂直水平方向とも指定通りの間隔で設置されているか

躯体側、足場側ともに堅固な位置に正しく固定されているか

先行手すり
設置状態

（安衛則563条）

設置位置は指定通りか

取付部のくさびの緩みはないか

先行手すりを使用していない場合、大筋かいが取り付けられているか

布材、ブラケット等
設置状態

（安衛則563条）

くさびは正しく打ち込まれているか

布材等の設置位置は指定通りか

作業床
床付き布わく

（安衛則563条）

指定通りの幅の床付き布わくが設置されているか

つかみ金具の外れ止めはロックされているか

床材間の隙間は３ｃｍ以下か（床材は幅40㎝以上、建地との隙間は12㎝未満か）

支柱の接続 抜け止め処置 支柱のロックピンが確実にロックされているか

支柱の間隔 支柱(安衛則571条) 支柱の設置間隔は指定通りか（185㎝以下か）

滑動防止
根がらみ

（安衛則570条）

桁行方向に２スパン以上根がらみの無いスパンがないか

敷板にジャッキベースを釘止めしない場合：根がらみは直角2方向に取り付けられているか

敷板にジャッキベースを釘止めする場合：敷板と直角方向に根がらみが設けられているか

根がらみ用布材のくさびは正しく打ち込まれているか

支柱とジャッキベース ジャッキベース
支柱は正しくジャッキベースに差し込まれているか

ジャッキハンドルと支柱下端の間に遊びはないか

基礎との固定状態 ジャッキベース類
ベースは敷板、敷角に正しく固定されているか

ジャッキベース類のレベルは正しいか

備　考

基礎
基礎の状態 地盤面は安定した状態にあるか（目視による）

敷板、敷角(安衛則570条) 地面上に建てる場合、敷板、敷角を使用しているか
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・ ・ ・ ・ ・ (　　　　　        )

敷板、敷角（安衛則570条） 地面上に建てる場合、敷板、敷角を使用しているか

根

が
桁行方向に２スパン以上根がらみの無いスパンがないか

支柱（安衛則571条） 支柱の設置間隔は指定通りか（185㎝以下か）

床

付

床材間の隙間は３ｃｍ以下か（床材は幅40㎝以上、建地との隙間は12㎝未満か）

設

置

設

置

壁

つ

階

段

転落・墜落防護工(安衛則563条） 転落・墜落のおそれのある場所に、手すりや安全ネット、巾木等が設置されているか

不良部材（安衛則559条）

　　

㉚　梁枠間の水平面に床付き布わくを設け水平構を形成しているか

⑬　指定通りの幅の床付き布わくが設置されている（上記記載なし）

⑭　鋼製布板のつかみ金具の外れ止めはロックされているか

   　床材と建地との隙間は12㎝未満になっているか

会 社 名

理 由

㉘　梁枠を支持する支柱から外方に１スパン以上設置されているか（上記記載なし）

⑰　布材等の設置位置は指定通りか（上記記載なし）

⑮　床材間の隙間は３ｃｍ以下、作業床の幅40㎝以上、

㉑　壁つなぎ・控えは、垂直水平方向とも指定通りの間隔で設置されているか（上記記載なし）

㉒　壁つなぎ・控えは、躯体側、足場側ともに堅固な位置に正しく固定されているか（上記記載なし）

⑥　ジャッキハンドルと支柱下端の間に遊びはないか

⑦・⑧　根がらみは桁行方向、梁間方向の2方向に設置されているか

⑩・⑯　手すりのくさびは正しく打ち込まれているか

⑪　支柱接続部のロックピンは正しくロックされているか

⑫　支柱の設置間隔は指定通りか（上記記載なし） ㉗　梁枠の外方１スパンには最下層から梁枠のレベルまで各層に先行手すりが設置されているか（上記記載なし）

⑤　支柱は正しくジャッキベースに差し込まれているか

㉓　安全に昇降できる昇降設備が設けられているか　

㉔　階段手すり及び階段開口部手すりは設置されているか

㉕　踊り場は２層以下毎に設置されているか（上記記載なし）

㉖　梁枠を用いた開口の高さは3層以下か

㉙　梁枠の両端支持部の支柱には壁つなぎが設けられているか

次世代足場「Ｉｑシステム」足場点検のポイント

①　地盤面は安定した状態にあるか（敷板、敷角等は沈下していないか）

②　地面上に建てる場合、敷板、敷角を使用しているか

③・⑨　敷板、敷角は正しく固定（対角に釘止め）されているか

④　ジャッキベース類のレベルは正しいか

⑱　先行手すり設置位置は指定通りか（上記記載なし）

⑲　先行手すり下部くさびの緩みはないか

⑳　先行手すりを使用していない場合、大筋かいが取付けられているか

氏名

組 立 後 一 部 解 体 後 変 更 後 悪 天 候 後 地 震 後 そ の 他

⑭

※数字（①･･･）は、足場組立て後等の点検表（次世代足場ＩｑＳＹＳＴＥＭ）の点検内容

⑮ ⑲⑭③・⑨ ⑩・⑯ ⑪

⑦・⑧

昇降階段の位置・数は適切か、最下段の段差は高すぎず固定されているか
組立・解体場所に存知されているか

⑥

①

先行手すり上部金具は
正しく固定されているか

⑲

⑮

⑱

⑩・⑯

㉛ 墜落防止措置として
高さ85cm以上の手すり、
高さ35～50cmの中さんが
設置されているか

㉔

㉓

㉖

㉙

必要に応じて梁枠の建地補強をしているか

㉟ 材料の組み忘れや外れはないか
（他業者による取り外しも含む）

開口部や隙間、段差はないか

㉜ 支柱は垂直に組み
あがっているか

⑤

④

②

⑪

㉛ 物の落下防止措置として
高さ10cm以上の幅木、
メッシュシート、防網等は
設置されているか

㉝ 通りや水平は
正しく出ているか

㉞ 著しい変形や破損のある
不良部材を使用していないか

㊱ 組立図通りに部材の配置、
取付が行われているか

壁つなぎ

壁つなぎ

③・⑨

⑭

㉚

水平構


